
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

　
３
月

日
に
、
多
く
の
貴

い
命
を
奪
っ
た
東
日
本
大
震

災
。
戦
後
最
悪
と
も
言
わ
れ

る
こ
の
悲
劇
は
、
わ
れ
わ
れ

日
本
人
の
胸
に
深
く
刻
み
込

ま
れ
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

語
り
継
が
れ
る
に
違
い
な

い
。
一
方
で
、
い
ま
だ
見
通

し
が
立
た
な
い
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
で
の
前
代
未
聞

の
事
故
は
、
「
科
学
技
術
立

国
」
の
在
り
よ
う
を
根
底
か

ら
揺
る
が
し
た
。
一
刻
も
早

い
事
故
の
収
束
と
と
も
に
、

徹
底
的
な
原
因
究
明
と
、
原

発
の
よ
う
に
高
度
か
つ
複
雑

な
巨
大
シ
ス
テ
ム
を
う
ま
く

制
御
・
運
用
し
、
万
一
の
事

故
に
機
敏
に
対
処
で
き
る
態

勢
の
再
構
築
が
急
が
れ
る
。

　
礼
節
、
冷
静
、
他
人
を
思

い
や
る
心

。
避
難
所
で
被

災
者
の
行
動
を
礼
賛
す
る
報

道
が
外
国
メ
デ
ィ
ア
で
相
次

い
だ
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
阪
神
大
震
災
を
取
材
し

た
こ
と
の
あ
る
米
紙
の
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
は
、
英
語
で
は
表

現
で
き
な
い
「
我
慢
強
さ
」

こ
そ
日
本
の
強
さ
と
論
じ

た
。
そ
し
て
、
日
本
人
は
ど

ん
底
の
状
況
か
ら
立
ち
直
る

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

回
復
力

・
復
元
力

」
を
持
っ
て
い

る
と
。

　
こ
う
し
た
日
本
人
の
内
な

る
強
さ
は
、
被
災
地
を
復
興

す
る
際
に
も
遺
憾
な
く
発
揮

さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
地
震

や
津
波
で
ズ
タ
ズ
タ
に
引
き

裂
か
れ
た
イ
ン
フ
ラ
を
立
て

直
し
、
部
品
や
素
材
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
、
家
を
、

都
市
を
、
働
く
場
を
、
よ
り

災
害
に
負
け
な
い
形
に
新
た

に
蘇
ら
せ
て
い
く
―
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。
モ
ノ
や
お
金
、
設

備
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ

が
、
復
興
の
カ
ギ
と
な
る
最

大
の
イ
ン
フ
ラ
は
人
材
で
あ

り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
、
と
い
う
こ
と
だ
。
震
災

に
よ
り
、
日
本
全
体
と
し
て

当
面
の
経
済
情
勢
は
厳
し
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

国
内
で
、
ま
た
海
外
と
の
間

で
強
ま
っ
た
「
絆
」
を
糧
に

東
北
は
生
ま
れ
変
わ
り
、
そ

し
て
日
本
は
再
び
立
ち
上
が

る
。
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、

世
界
が
日
本
の
「
復
元
力
」

に
目
を
見
張
る
日
が
ま
た
や

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

生まれ変わり…そして再び立ち上がる

運ぶ

住む

集
う

ＩＮＤＥＸ

　
総
論

　
建
設
建
設
機
械

　
鉄
道
物
流

　
水
下
水
道

　
商
社

　
情
報
通
信

　
電
機
電
子
部
品

　
電
気
ガ
ス

ＪＲ東海のリニア中央
新幹線は東京 大阪を
分で結ぶ

清水建設などが研究を進め
る人工島の「グリーンフロ
ート」。海に浮かぶ海上都
市で環境性能が抜群に高い

新
し
い
東
京
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

期待高まるメガソーラー。関西電力と大阪府堺市
が共同で立ち上げた堺太陽光発電所
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